
 コミュニティ・スクールは地域と学校の双方向の関係

性で成り立っています。学校は地域の皆さんの力を必要

としています。地域の皆さんにとっては、子供たちとの

活動は充実した時間になっています。地域ぐるみで子供

たちを育んできた厚真町は、制度ができるずっと前から

コミュニティ・スクールでした。そのつながりがこれか

らも続いていくことを願い、制度が導入されました。 

 厚真町は大きな災害に見舞われました。近頃は希薄に

なったと言われる地域のつながりが厚真町には色濃く残

り、復旧・復興へと歩む中そのつながりが支えとなって

います。これから先も、コミュニティ・スクールが地域

と子供たちとの懸け橋となることを願っています。 

厚真町コミュニティ・スクール（ＣＳ）通信 
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地域学校協働本部『あつまるねっと』登録受付中です！ 
 好きなこと、得意なことを生かして子どもたちと一緒に
活動しませんか？学校で行われている教育活動 
や、登下校の見守りなどにご協力いただける地 
域、企業の皆様を募集しています。お気軽にお 
問い合わせください。 
お問い合わせ：厚真町教育委員会 
       （TEL：0145－27－2495） 

【中央地区】 
 小学校、中学校両校から今年 
度の学校の様子について説明が 
ありました。委員の皆さんから 
は、地震の影響を心配される声 
が多く上がりました。継続して心のケアに取り組む
必要があること、また、地域住民の立場からは子供
たちが安心して地域で過ごすことができるよう、登
下校の見守りや言葉掛けなど、できることに取り組
んでいくということが協議されました。また、次年
度からスタートする小中一貫教育に向けて、「ふる
さと厚真に根ざした学校づくり」を小中合わせて掲
げていくことが確認されました。 

★あとがき★ 
 3月末で３年間の任期を終え、厚真町を離れ
ることになりました。後ろ髪を引かれる思いで
すが、厚真町の子供たちや皆さんと過ごした思
い出と様々な経験は、かけがえのない宝物です。
これからも子供たちの成長と厚真町の皆様の活
躍を応援しています。お世話になりました。 
 北海道教育庁胆振教育局（厚真町派遣）  
      社会教育主事 小田島 美雪 

【厚南地区】 
 平成31年度学校運営の基本方 
針について、小中一貫教育の視 
点から同じ方向を向いて進めら 
れることが確認されました。ま 
た、前回行ったワークショップの内容から、地域、
保護者、学校で毎日の挨拶と学期に一回の「子ど
もをほめる日」「ありがとういっぱいの日」に取
り組んでいくことが提案されました。委員の皆さ
んからは「子供が自主的にしてくれたことを見逃
してしまうことがある。あえて“ほめる日”を設
定することで、子供の頑張りに気付けるようにな
れば良い。」と意見が出されました。 

 
  

今年度最後の協議会となり、委員の皆様は任期満了となり
ます。これまで御尽力いただき、ありがとうございました。 

校舎に地域の皆さ
んが描いた絵を、
書を、写真を、展
示したいです。 

地域で過ごす子供
たちを見守ってく
れる方がいると心

強いです。  

学校で子供た
ちと一緒に活
動したいです。 

子供たちに和太鼓
や書道を教えても
らえませんか？ 

子供たちに生
け花を見せて
あげたいです。 

今年度の取組と協議から 


